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東濤会だより
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阿部杉人君と阿星嘉彦君の受章祝賀会

《２月５日（日）・山形市の山交ホールで開催》
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昨年秋の叙勲で瑞宝中綬章を受けた阿部杉人君と、瑞宝双光章を受けた阿星嘉彦君の受章祝賀会が去る２月５日（日）、山形市香澄町の山交ビル７階「山交ホール」で開かれました。

[image: image4.bmp]元会計検査院第１局長だった阿部君は会計検査事務功労、元県商工労働観光部長だった阿星君は地方自治功労の受章でした。

祝賀会は山形東濤会の有志が発起人となって開催され、受章した２人を含め、４０人近くが出席しました。

最初に発起人を代表して加藤洋一君が「２人の叙勲は東濤会にとっても大きな喜びであり、誇りでもある」などとあいさつした後、県謡曲界の重鎮・佐藤章夫君と鈴木展夫君が観世流・仕舞を紋付き・袴姿で披露してくれました。これは東濤会の祝賀行事に欠かせないセレモニー。東濤会流の祝福メッセージです。

さらに農水大臣の鹿野道彦君が高校時代のエピソードを交えながらユーモアたっぷりに祝辞を述べ、祝賀の席に花を添えてくれました。

阿部君と阿星君が受章の言葉を述べた後、祝宴に移り、２人の功績を称えながら時を忘れて盃を傾け合いました。（記・鈴木正朗）
清水彬君が金融知識普及功績者

《山形県から初めて・金融庁と日本銀行の表彰》
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[image: image6.bmp]山形県金融広報委員会の金融広報アドバイザーを務める清水彬君が２０１１（平成２３）年度の金融知識普及功績者に選ばれ、金融庁と日本銀行から表彰されました。２００１年から始まった表彰で毎年、全国から個人が１０～１５人、団体は３～５団体程度が表彰を受けていますが、山形県から選ばれるのは清水君が初めてだそうです。

金融広報アドバイザーは金融広報委員会の委嘱を受け、暮らしに身近な金融経済の講座や勉強会の講師を務めるほか、生活設計や金銭教育の指導に当たるなど、金融広報活動の第一線指導者として金融知識の普及向上を図る役割を担っています。
旧大蔵省の東北財務局青森財務事務所長や郡山信用金庫専務理事などを歴任し、ファイナンシャルプランナーの資格を持つ清水君は、２００４年から金融広報アドバイザーを務めています。公民館などで開かれる市民の勉強会や講演会に講師として派遣され、この３年間でこなした講演・講座は３０回に及ぶそうです。

テーマは「暮らしに役立つ年金・相続問題」とか「円高と高齢者の生活」など。豊富な経験と知識を生かした講演は「生活に密着して分かりやすい」と好評のようです。

年明け早々、県庁で表彰の伝達を受けた同君は「これからも暮らしに役立つ情報を提供し、多くの方々から金融経済に関する知識を高め、理解を深めていただきたい」と話していました。（記・小笠原英雄）

濤親論語会が発足１周年

《２月１７日（金）に新年会を兼ねた記念パーティー》
山形東濤会の論語研究会（濤親論語会）が昨年２月に第１回例会を開いてから丸１年。去る２月１７日（金）に新年会を兼ねた１周年記念パーティーを開きました。

例会は２ヶ月に１回（偶数月の第３金曜日）ですが、リーダーの佐藤浩平君を中心に毎回、活発な議論を交わしています。会員も当初は１４人でしたが、その後、１８人に増えています。

例会の会場は普段、霞城公園西の霞城公民館ですが、この日は樋口晶啓君の娘さんが経営するフランスの家庭料理とワインの店「セ・コア」（山形市十日町）を拝借しました。

まずはテキストを開き、いつも通りの勉強会で、それぞれの意見を出し合った後、新年会を兼ねた記念パーティーに移りました。パーティーはビールとワインが飲み放題。１８人全員が出席し、大いに盛り上がりました。（記・鈴木正朗）
山形生活１年半の感想（抜粋）

《山形市在住：佐藤　浩平》
私は、平成２２年７月、兵庫県明石市の明石城の近くから山形市に越して来て、小白川の東部公民館（かつて一中のあったところ）の道一筋東側（旧預金事務センター跡）で、九州生まれ・神戸育ちの妻とマンション生活を始めました。

これから書くことは、私の思い込みかもしれません。或いは山形市内や周辺でずっとお住まいの方々には、当然すぎることだけかもしれません。それを承知のうえで、気持ちの整理と県外の友人に報告する意味を含め、この１年半の印象を書いてみます。

［１］季節感の豊かな「花の町」山形

　関西に住んでいたころから気付いていたのですが、山形新幹線で板谷峠を越えると、農家の周りの花々が目につくようになります。これは、村山盆地に入っても変わりません。山形市内の家々にも、四季それぞれの花々が植えられ、道に沿って鉢植えを置いている家も少なくありません。

　季節順に拾うと、スイセン、レンギョウ、マンサクなど黄色い花々に始まり、椿そして梅・桃・桜が競って咲き始めます。この３つは神戸・明石あたりなら一月くらい間をおいて咲くのですが、山形では殆ど同時に咲きます。それから、特に桜がそうですが、長い冬をこらえ抜いた後の迫力のようなものを感じます。

桜の後はニセアカシア。馬見ケ崎川畔の群生林が豊かに白い香りの良い花を咲かせます。圧巻はバラです。丹精こめて作っておられる方が多く、結構長い間、道行く人の目も楽しませてくれます。夏の花、ムクゲ、ノウゼンカズラ、サルスベリなどは秋涼になっても咲き続け、明石・神戸よりも息が長いようです。そして、ハギやススキ、コスモスが咲き始め、しばらくすると、多様なキク類が始まり、家々の庭だけでなく、道端や街路樹の下などにも咲き誇ります。

（雪のある生活について）

　他県から山形に移り住む場合、気になるのは雪のある生活です。雪には、スキーなどで楽しむ雪と、生活の障害としての雪があります。雪国の生活をどう感じるかは、この両者のバランスによります。私達夫婦の場合、マンション生活を選んで良かったと思います。マンションは暖かく、家の前の除雪作業が不要です。これは、年をとってから冬を過ごすのに非常に大きなことだったと気付きました。

ただ、車を運転しない私達には、雪道が大変です。老人夫婦が転倒を恐れながら雪道を歩くのは、神経も体も使いますし、傍目には滑稽かもしれません。

　雪の生活が厳しい分だけ、雪解けそして春の到来は待ち遠しく、春の初めには、唱歌「早春賦（春は名のみの…）」の世界が実感できます。そして、春が来ると本当に「麗し春」の喜びがあります。これは、雪国で生活しないと判りません。

（唱歌・愛唱歌そのままの季節感）

　山形に暮らすと「早春賦」だけでなく、その時、その情景にふさわしい唱歌が色々と思い浮かびます。花見時、人々は「見に行かん」と誘い合い、若葉のころは緑が本当に「鳥居をつつみ」ます。田植え時になると、どこからか蛙のコーラスが聞こえます。秋が深くなると「遠い山から小寒い風が吹いて」きます。雪は「こんこん」と降ります。吹雪けば、暖かい家の中で「外は吹雪」を実感します。

［２］オープンで明るい山形人

　東京でも関西でも、東北人や裏日本出身というと、「口数が少なく自己表現には積極的でない」というイメージがあります。しかし、この１年間に山形でお会いした方々の印象は、上のような「東北人」イメージではありませんでした。むしろ、山形にはオープンで、根が明るい人が多いようです。ところで山形の夏の行事と言えば「花笠踊り」です。山形の花笠踊りは、四国・徳島の阿波踊りに似ていますが、私の感じでは、明るいとされている阿波踊り以上に、ただひたすら明るいと思います。花笠踊りは、山形人の素朴で明るい気質を表しているのではないでしょうか。

［３］マナーの良い人々

引越し以前、マンションの下見に山形へ来たとき、朝食の直後ホテルから駅まで夫婦で歩いていたら、若い制服警官に追い越され、そのとき「おはようございます」と挨拶されました。どの街でもなかった経験で、これが山形の印象を非常に良くしました。
小白川に住み始めて以降、お年寄りや小学生に挨拶をされ、恐縮することがあります。それから、バスを待つときは、はっきり行列にはなっていませんが、到着順はその場の皆が覚えていて、乗車順は自然にその通りになります。山形の「見えない行列」は初めての経験です。

［４］食べ物が美味しい

　　私達は、味噌汁の具（おつけのみ）に地元産の野菜を使う際、化学調味料やカツオなどの「だし」を使わず、野菜本来の味を味わうことは知りませんでした。これができるのは、野菜が新鮮でおいしいからだと思います。

　料理は、甘さと醤油味の濃い（関西では「濃い味」と言います）ものを予想したのですが、売っている既製品のお惣菜も、食べ物屋の料理も、薄味で上品でした。小さな子供でも、味の薄いことを「あまい」と言い、甘いを「あまごい：甘濃い」と言い、塩の「塩っぱい」と香辛料の「辛い」を厳密に区別する山形人の味覚は鋭いと思います。漬物類は種類が多く、他の地方の人にも良さが十分にわかる味です。

蕎麦屋などのてんぷらに使われている「えび」の新鮮さは、明石に引けをとりません。また、有るとは期待していなかった釜揚げのシラスや桜海老（小さな干しえび）があったので安心しました。西日本では殆ど売られていない、ハラコを持った生の鰊（カド）は懐かしく、おいしく食べています。ただ、魚の種類、特に白身の小型の魚が少ないようです。

　蕎麦がおいしいのは山形人の誇りであるようですが、成人になってから「うどん」中心の関西生活が長い私には、まだ本当のおいしさは判りません。東根に嫁いで７年の娘は、本当のおいしさが判るのに数年かかったそうです。きらいではありませんので、じっくり覚えることにします。（了）

これからを航空機騒音の低減に注力（抜粋）

《千葉県佐倉市在住：会田　長一郎》

一昨年の２０１０年（平成２２年）１０月２１日、羽田空港の４本目の滑走路（Ｄ滑走路）が供用開始された。この供用開始に伴い、着陸機の飛行ルートが変更され、１時間当たりの離着陸数も増えることになった。羽田空港へ向かう着陸機の飛行ルートは２ルートある。一つは東北・北海道方面からの北側ルート。もう一つは沖縄・九州・関西方面からの南側ルートである。２ルートとも滑走路上の風向きによって南風仕様・北風仕様で運航される。１時間当たりの離着陸数は、これまでの３１機から段階的に増え、２０１３年（平成２５年）度中には最大４０機、９０秒間隔で離陸・着陸するという頻度になる。

飛行ルートの変更がもたらした生活環境の悪化

小生は千葉県佐倉市に住む。佐倉市は千葉県の内陸部。終の棲家として住み始めてから１８年ほどになる。まだまだ緑が多く、近くには印旛沼がある。田園も広がり、閑静な住宅地として気に入っている。ところが、２０１１年（平成２３年）の夏、拙宅上空を北から南に通過する大型航空機が出現した。その騒音にまず驚いた。テレビの音声が聞き取りにくくなり、住民の一部から飛行機が通過するたびに「赤ちゃんが怖がって泣き出す」との声も聞こえてきた。こうした生活環境の悪化は羽田空港への着陸機の飛行ルートの変更によるものだった。

高度４，０００ｆｔの低空飛行

拙宅上空を通過する航空機は、東北・北海道方面から羽田空港へ向かう大型ジェット旅客機だ。高度は４，０００ｆｔ（約１，２００ｍ）。通過する際、尾翼のマークが肉眼で確認できるほどの低空飛行。騒音は瞬間最大値が７０ｄＢ（デシベル）にもなる。この年の７月７日、１８時から１９時までの１時間をチェックしたところ、２０機の通過を確認した。３分間に１機が通過する頻度だった。これほどの航空機騒音と飛行頻度は許容範囲を超え、生活環境が破壊される。しかも飛行ルート下の地域住民には事前に周知徹底された様子もない。「どうしてこんなことになってしまったのか」との疑問が拡がる。

「国家権力による恫喝？」

その理由を知るため、インターネット等で羽田空港の再拡張事業について調査したところ、興味深い事実に突き当たった。「国家権力による恫喝」ともいえるような行為があったのである。国土交通省は２００４年（平成１６年）２月２日、千葉県および千葉市、市川市、浦安市など関係１４市長に羽田空港再拡張後の飛行ルート案を提示した。千葉県および関係１４市長は１週間後の２月９日、騒音被害の増大などを理由に、この飛行ルート案の受け入れを拒み、新たな滑走路位置および飛行ルートの提示を求める意見書を提出した。

浦山宏君の作品展

《４月８日（日）～１４日（土）・山形国際ホテル》
木版画や書道、篆刻を手掛ける浦山宏君（仙台市在住）の作品展が４月８日（日）から１４日（土）まで山形国際ホテル４階メセナホール（山形市香澄町）で開かれました。

　東北電力ＯＢの美術仲間と毎年春に開く「山形電友会絵画展」に出品したものです。浦山君の作品は木版画１１点、書画４点の合わせて１５点。木版画は最新作という「山形城東大手門」のほか「彼岸花」「百合」「文二郎張り子」「金魚ねぶた」など植物や民芸品を題材とした作品が多く、書画は隷書で「無」、草書で「雲」、篆書で「水」「女」を独創的に仕上げたものでした。期間中、東濤会のメンバーが多数、会場を訪れ、浦山君の説明を聞きながら鑑賞しました。（記・小笠原英雄）

国土交通省は同年５月２５日、新たな飛行ルート（修正案）を示した。千葉県および関係１４市長は「騒音軽減策が大胆に取り入れられた」と評価し、これを了承した。ところが、国土交通省はこの修正案を提示する一方で、２４時間以内に関係１４市長の決断を求めていた。まるで「国家権力による恫喝」まがいの行為である。
佐倉市など千葉県内陸部は置いてきぼり

新たな課題も生じた。飛行ルートの変更により南風好天時に飛行高度４，０００ｆｔで大型航空機が通過することになった千葉県内陸部の自治体および地域住民が、いわゆる「置いてきぼり」状態にされてしまったことである。２００４年（平成１６年）７月、意見書を提出した関係１４市のほか、新たに佐倉市や柏市、我孫子市などが招集され、関係２５市町村による「羽田空港再拡張事業に関する県・市町村連絡協議会」が設立されたものの、飛行ルートの変更が定められた後に組織化されたため、主たる業務は「事後処理」的な内容にならざるを得なかった。佐倉市など「遅れて」構成メンバーとなった自治体は、実際に羽田への着陸機が上空を通過するまで「静観」を決め込んだといわれても反論できないような態度をとってきた。

環境アセスメントとの関わり

国は、環境影響評価について次のように説明している。羽田空港再開発事業に関わる環境影響評価（環境アセスメント）は２００４年（平成１６年）１０月から２００６年（平成１８年）７月にかけて実施した。一般の方々や関係各機関からの意見を踏まえて環境影響評価書を作成し、公示１カ月間の縦覧も実施している。国には手落ちがない。説明責任も果たしてきたということのようだ。

ところが、ある日突然、大型旅客機が上空を通過して初めて羽田空港が再拡張され、飛行ルートが変更された結果であることを知った者にとって環境アセスメントとかは論外である。開き直っているわけではない。浦安市が住民と一緒になって滑走路の位置を変更したように、千葉県や佐倉市などが住民に対して問題提起をしてくれる必要があったのではないかと思うからである。住民に対して注意を喚起する場面は環境アセスメントでも多々あったからである。

実態調査の要請に対する対応

２０１２年（平成２４年）２月２０日午後４時過ぎ、低空飛行の大型ジェット旅客機が通過した。今年初めての南風仕様の運航である。北風仕様は高度が８，０００～１０，０００ｆｔ（約２，４００～３，０００ｍ）。比較的高い飛行のため、通過音はそれほど響かない。しかし、これからは徐々に南風仕様の運航が増えてくる。夏季には夜１１時まで航空機騒音に悩まされることになる。

千葉県内陸部の自治体は高度４，０００ｆｔの通過を了承していない。また、「国家権力による恫喝」まがいの決断要請により、地元住民に周知徹底して検討することもできなかった。その後、「連絡協議会」において飛行高度４，０００ｆｔの着陸機がもたらす騒音について、国と協議や検討された様子も見受けられない。これらを拠り所に佐倉市をはじめ、千葉県さらには国に訴え、改善を求めていくつもりである。幸い時間だけは十分ある。

佐倉市議会ではこのほど、全員一致で「羽田空港離着陸機の騒音軽減に関する意見書」を採択した。意見書の効果について疑問視する向きもあるが、航空機騒音に対する市民意識の高まりを反映したものとして評価したい。（了）

訃報
出縄　善文先生（〒９９０－００５６　山形市錦町１５－２２）

平成２４年２月６日逝去。享年９９歳。
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新緑の候、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。東濤会だより第１６号がまとまりました。今回は兵庫県明石市から山形市に移り住んだ佐藤浩平君と千葉県佐倉市に住む会田長一郎君からご寄稿をいただきました。両君ともテーマに添って詳しく、ご丁寧にまとめてくださいましたが、スペースの関係でそのまま掲載できず、一部だけの紹介になってしまったことを、まず、お詫び申し上げます。


ほかに昨秋、叙勲を受けた阿部杉人君と阿星嘉彦君の受章祝賀会や金融知識普及功績者として金融庁と日本銀行から表彰された清水彬君、発足１周年を迎えた濤親論語会、浦山宏君の作品展などを取り上げて編集しました。


その編集途中で鈴木正朗君が体調を崩されました。同君は２００７年夏に東濤会だよりを立ち上げて以来、原稿の手配から取材・執筆、編集、印刷、そして皆さんへの発送まで、一連の発行作業を一手に担い、年３回の発行ペースを守ってきた編集スタッフのリーダーです。


現在、リハビリ入院中ですが、今回はスタッフが病床からの指示を受けながらの編集・発行となりました。この中で念を押されたのは「年会費の振り込み依頼」です。発行経費は「会員諸氏の会費によってまかなわれている。その旨を掲載し、協力を得るように」とのことでした。最終ページに「振り込みのお願い」を掲載しました。ご協力をお願いします。（編集スタッフ一同）




















【東濤会だより送付と年会費振り込みのお願い】


「東濤会だより」は現在、約１２０人にメール便で送り、インターネットでの閲覧者は３０人～４０人となっています。編集経費や印刷費、送料など発行経費は会員の皆様からの年会費でまかなっています。年会費はメール便での購読者は１，０００円。インターネット閲覧者は５００円です。郵便振り込み用紙を同封しました。できるだけ早期の振り込みをお願いいたします。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　東濤会だより事務局・鈴木　正朗


【振込先】加入者名：東濤会


　　　　　口座記号番号：０２２００－６－９００７６





「無」「水」の作品と浦山君





パーティー前にテキストを開く











山形県で初の受章となった清水君（中央）








出席者全員で記念撮影





【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス　①http://mkm.Mydns.jpから入る。


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。


【東濤会だより編集スタッフ】


◇事務局＝鈴木　正朗  ０９０－１３７４－２４４９


◇委　員＝小笠原英雄　０２３－６３２－９１５５


　　　　　　　　　　　　松永　貴夫  ０２３－６４５－９７９０


　　　　　　　　　　　　清水 　 彬  ０９０－４３１２－０４８２


　　　　　　　　　　　　近藤　元一　０２３－６３１－３８００
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